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1.はじめに

近年､情報家電に関する研究開発が盛んに行われている｡情

報家電向けの音声対話インタフェースの研究もその1つである

【1】P北弘 自然言語文による自由な発話で換作を行うことができ

るユーザインタフェースがあれば､複雑な操作を覚えることも

なく誰でも簡単に使 うことができるシステムが実現できる｡自

由な発話を受け付けるためには､文体の多様性を吸収し､さら

に文脈や状況も考慮しなければならない｡特に､複数の文に分

けて指示をしたり､複数往復の対話を実現しようとすると､文

脈の照応は不可欠となる｡

本稿では､｢ユーザの入力の意味は､文脈･状況への位置付け

によって初めて確定する｣ と考え､｢意味の位置付け｣を可能に

する意味表現t6]を用いた意暁解釈手法を擾案する.これに基づ

き､多様な文体を許容し､複数往復の対話を可能にする対話イ

ンタフェースの実現を目指す｡
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2.情報家電朝御システム

我々は､ホテル検索対話やLAN構築実験-ルプ対話など､い

くつかのドメインにおいて対話システムの開発を行っている｡

そのうち情報家電のシステムでは､家電を統合制御するシステ

ムの対話インタフェースの開発を行っており､経済産業省 e-地
計画で実証実験を行った｡図1にシステムの構成を示すム

図1.情報家電制御システム

対象としている株券と動作は表1の通りで､一般的な家電の

換作を対象としているO換作方法の説明など､-ルプ機能は含

まない｡

表1.対象としている機韓と操作内容

テレビ 電渡オン/オフ チャンネル指定 音量設定 番組カテゴリ(ニュース､ドラマ他)

指定 時間指定

設定 予約設定.時間指定

1線明 電甑オン/オフ 明るさ設定

電動カーテン 開岬閉め

現在､動いている入力文の例を以下に示すふこのシステムで実

現された対話は､一方向のみであり､単-の文で指示が完結す

るものに入力を限定しているo

rテレビつけて｡｣

｢8チャンネルにして｡J

rテレビの音を小さくして｡J

rイラクのテロのニュースが見たいoJ

rエアコンの温度を20度に設定して｡J

r9時になったらテレビつけて｡J

rカーテンを開けてoj

しかし､家電換作のようなごく単純な問題でも複数の文に分

けて表現する方が自然な発話となることが少なくない｡従って､

より使いやすいユーザインタフェースを実現するには､複数の

文 ･節に分けても正確に文の意味内容を解釈する能力が必要に

なる｡

現在､以下に示すように､複数の文に分けて問題を指定して

も開港解決ができる手法を検討しており､本稿ではこの手法に

ついて述べる｡

①複数文による間麿の指定

rテレビの音を小さ(して.J

rもっと小さくしてO｣

｢ェアコンつけて｡｣

｢温度は20度に設定して｡｣

｢風量は自動でいい｡｣

②複数往復の対話

ユーザ :

システム :

ユーザ :

システム .

ユーザ :

システム :

rェアコンの設定温度は､今､何度｡J

r18度に設定されています.J

r少し寒いから温度を上げて｡｣

｢温度を2度上げました｡｣

｢もう少し上げて｡｣

｢温度を1度上げました｡｣

:｢現在､21度に設定 しています｡｣

3.意味表現

本システムでは､入力文と､文脈 ･状況表現､知識表現との

相互の位置付けを可能にするために､述語と連用修飾成分､及

び､名詞と連体修飾成分に含まれる単語間の依存関係を圧縮し

て属性概念の中に繰り込み､さらに､任意の述語概念をすべて

｢断定｣の述語 ｢(で)ある｣を用いた表現に同義変形した意味表

現刑を用いる｡

この意味表現は ｢属性 債｣を基本単位として文の意味や知

識を表すふ意味表現の例を図2に示す｡述語意味表現 ｢存在J

の中にある r存在場所｣ のように現象を規定する属性を ｢現象

属性｣と呼ぶ｡名詞意味表現においては､実体の振る舞いを表

すための現象属性に加え､｢部屋｣の意味表現内の ｢広さ｣のよ

うに実体の内包する性質を表す ｢実体属性｣を持つ｡｢SJは内

包の ｢の｣を表している｡

意味表現はこの ｢現象属性/実体属性 値Jが束ねて､フレ

ーム表現をポインタで結合した形で表現するo

部部 有者【さ 【NtL】【NIL

テL/ビ奪取造メーカ 【NIL]tNIL]
テレビS穀遵時期

存在･主体 【NIL][テL/ど
存在.場所 【NIL]【部長】
存在･時点 【NlL]【NIL]

図2.｢部屋にテレビがある｡｣に意味表現

値部分は `̀【知識簡 r修飾倒 ''という構成を持つ.知識値は､

その概念のその属性に関して､システムが予め辞書に持ってい

る知識 (知識表現へのポインタ､もしくは､具体債)であるo

修飾健は､入力文依存構造によって指定された他の意味表現へ

のポインタ､もしくは､具体値であるQ

4.飾間の意味解釈

単文や節の内部では､単簿の意味がそれに係る修飾成分によ

って限定されるので､係りを辿ることで文の意味を解釈できる｡

しかし､複文内の節と乱 文と文の間には文 ･節全体同士の係

りしかなく､異なる節内の単静間には直接的な係 り受け関係が

存在しないので､依存関係に基づく解釈を行うことはできない｡

例えば､rfmDレコーダを買ったが､どうやって設定すればよ

いか分からない｡Jという文の場合､rmDレコーダを買ったが｣

の蔀と ｢どうやって設定すればよいか分からない｣の節との間
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に直接的な係 り受け関係がない｡にもかかわらず､我々は､主

節における ｢設定｣が､｢HDDレコーダの設定｣を意味している

と理解することができる｡

この間題に関して､本稿では､｢文の意味は､文脈 ･状況への

位置付けによって初めて確定する｣と考える｡上の例では ｢HDD

レコーダを買ったが｣節が前提となる場面を構成する.｢和)Dレ

コーダ｣の意味の中には rHDDレコーダの設定方法｣に関する

知識が存在する｡そこに､話者の認識状態を表す ｢～すればよ

いか分からない｣を除いた ｢どうやって設定する｣､すなわち､

｢設定方法Jを問う意味が位置付けられ､主節が ｢HDDレコー

ダ豊どうやって設定すればよいか分からない｡｣という意味を表
していると理解することができる｡

このように､問題が複数の文･節に分かれて指定される落合､

話潜の対象となる共通の場面を設定する必要がある｡その上で､

その場面に文 ･節を位置付けることで､場面の情報から文 ･飾

それぞれの意味内容を解釈する｡以降､このように節の意味内

容を位置付けることを対応付けと表現する｡情報家電材話では､

対応付ける場面は､先行文脈 ･知識に加え､現在状況 (家電の

設定状態､室温などの環境状態)を考慮する必要がある｡

複数往復の対話の場合も､同じ問題が続く限り､共通の場面

に対応付けて解釈できなければならない｡従って､解釈の仕方

は複数の文 ･節に分けて問題を指定する場合と同様の処理を行

なう必要がある (入力が同じ間麿について言及した文であるか

否かも対応付けることによって判断する)05.5節で述べるよう

に､複数往復対話では､後に入力される文ほど省略が行なわれ

る備向が強いので､先行文脈に対応付けることでこれを認識し､

省略部分の値を取得することで補完を行ってから場面への対応

付けを試みる｡

5.対蘇処理部の構成

以下に対話処理の全体の流れと各部の具体的な処理内容につ

いて述べる｡

5.1.間腐解決の凍れ

対話処理部全体での問題解決の概要について述べる｡図3に

対話処理部の構成を示すム

ユーザから発話があると音声認識部でテキストに変換され､

対話処理部に渡される｡対話処理部では､まず､形態素 ･構文

解析が行われ依存構造木に変換された後､意味表現生成部によ

って3.1節で述べた意味表現が生成される｡生成された意味表現

は意味解釈処理に送られ､飾ごとに文脈 ･状況表現等-位置付

けを試みる｡その結果を基に､閉居解決処理で解くべき閉居の

種別を決定し､問題解決のための個別ル-ルを取り出す｡その

ルールを基に､意味解釈処理と問題解決処理を適宜起動して問

題解決を行い､情報家電-のコマンドの発行やユーザ-の応答

文の生成を行う｡

5.2.対常制御部

対話制御部は､対話処理部内の各モジュールや音声認識部

の実行制御 と情報家電制御部との通倍を行う｡入力の有無､

各処理結果の有無､現在実行中の間潜解決の有無等をフラグ

で管理し巡回的に監視 し､各モジュ-ルを適宜起動する｡フ

ラグ一覧を以下に示すO◆音声認識結果存在フラグ

㊥ 状況情報変化フラグ

や 形態素 ･構文解析終了フラグ

㊥ 意味表現生成終了フラグ

や 意味解釈処理実行中フラグ

◆ 問題解放処理実行中フラグ

内部モジュール間､また､情報家電制御部など､外部のモ

ジュールとのデータのやり取りは､すべて対話制御部を介 し

て行う｡

問題解決は､意味解釈処理と､問題解決処理の2つのモジ

ュ-ルが連携して行われ､その制御を対話制御部が行う｡

音声認識テ一夕 情報家電へのコマント

文脈ハ･こ′フ丁 状況表現ハッ77

i問緋 芋蔓

問蛾G l丸 L,-ル辞せ
､1

各機器の沖作に

関する因果叩停

因果閑併知識ハtソファ

図3.対話処理部の構成図

5.3.形態素･構文解析部

入力文を依存構造木に変換する｡ (樵)csK で開発さ

れた日本語解析システムを用いている｡

5.4.意味表現生成処理

形態素 ･構文解析部で得られた依存構造木を基に3麻

で述べた意味表現を生成する｡

5.5.意味解釈処理

意味解釈処理は､4節で述べた考え方に基づき､入力文の

意味を場面に対応付けることで､文･鯨の解釈を行 う｡以後､

問題種別ごとの場面を問題枠と呼ぶ｡

53.1.入力文タイプと意味の対応付け

意味解釈処理では､入力文意味表現とマッチする文脈､状況

表現､因果関係知識中の意味表現を探し､マッチした2つの意

味表現間で互いに対応するフレームを同産する｡対応付け可能

とするのは､2つの意味表現間ですべてのフレームについて､

完全に-敦する場合 (対応するフレーム同士が概念的に上位下

位関係にある場合も-敦と見なす上 もしくは､轍応付け先が入

力文を包含する場合である｡

本システムでは以下のタイプの入力文を扱う｡

①現在の家電の設定状態や環境の状態を問う文

｢ェアコンの設定温度は何度か｡J

②家電の換作を直接指示する文

｢テレビをつけて｡J

③家電の操作を間接的に指示する文
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｢(エアコンに対して)もっと暖かくして｡｣

⑥ユーザが感覚的状態の表明を行う文

｢暑い｡｣

①のタイプの文を解釈するには､現在の環境情報に対応付

けなければ問題解決ができない｡②のタイプの文は､直接コ

マンドに変換できるので､どのコマンドを発行すればよいか

が分かっていればよいO③のタイプの文は､ユーザが希望す

る状態が分かるだけで､直接コマンドに変換することができ

ない｡従って､実行可能な行為を探すために､家電の換作と

それによって引き起こされる状態変化に関する因果関係の

知識が必要である｡④のタイプの文を解釈するには､周囲の

状況とユーザの感覚的状態を結ぶ因果関係の知識が､やはり､

必要であるO

よって､これらの文を解釈するためには､それを対応付け

るべき問題種別毎の ｢場面J､即ち､問題枠として､文脈､

状況表現､機器別の因果関係知識が必要となる｡

5且2.状況表現

本システムでは､状況表現として､家電の設定状態と室温

等の環境情報を用意する｡家電の設定情報は変化がある度に

更新され､環境情報は定期的に更新される｡図4に状況表現

を示す｡

I

徽虞成分 一寸墳tt聾】t-IL- 改定状&. ≡機雷義政霧状義嶋虞成分 【エアコ
テレビ改定状態....】Pnu

エアコン改定状姓 一

>テレビ改定故地

テレビSを井状態 【ON】【附 し】テレビ轟改定チャンネル 【8 lP4ーL】●日

図4.状況表現

5.53.因果酔係知敢

因果関係知鞍は､

①機器に対する各線作とそれによって引き起こされる状

態変化

②状態変化が引き起こす次の状態変化

③周囲の状況とユーザの感覚的状態を結ぶ因果関係

を記述した知識である｡機器に対する換作は､機器の動作を

直接指示しそのままコマンドに変換できるタイプに加え､ユ

ーザが実際の機器の動作を意識せずに帰結状態 (目標)のみ

を指示するタイプがある｡後者の場合､システムは､ユーザ

が指定した目標から､その日標の達成を可能にする実行可能

な操作を同定する｡システムは因果関係知識を用いてこの推

漁を行う｡ニト ザの感覚状態表明があった場合には､③のタ

イプの知織を用いて､ユーザが望む状態を推定し､その状態

の達成を可能にする実行可能な換作を同定する｡

図5にエアコンに熊する因果関係知織の-部を示す｡因果関

係知軌ま､図2と同様に ｢属性 胤 の形式で記述されるが､

図中では､｢値｣部分は文章で簡略表記している｡因果関係知識

臥 1つの状態変化を単位として､"前前提状態''､"前提状野 ､

`̀作用''､"達成"､`̀帰結状態"の5つの属性から構成される｡

前前捷状態:【NtL】 ■■1-暮tII

:_ 励振挽艶_…鳥戯慮温度叡印度 恩ああや__L __""I…
作用 :【設定温度をD度上げる○】
達成 :【設定温度がN度からD鹿上がる○】

旗真励転鵬-1JI_tfLJ'岩7IT---■-II--■一1■●T_-_-_-_I_._-_-_I_-_-..._-_._-_-_-_._-_-_-_-_._._-_-_._._-_-_-_._-_-_千
節操状態~…-:一丁醍定落度が-柿+-石渡Iti高首il一一一●■■一一･■--ll--------,----■■-lrI■■●■-I-~~-■■-■■~1-.~~~一一ヽ●■■.lID■■~一一一一._-...___.__-_1-■■.一一一I-■■---.■■++_王.ざ■●■･-I-■■~-I-1■■l一■■rl*●■__ヨL-■一1--■■■■■■■■lI1-II

一一一一･●I-1-I●■--+一･■■●--
i_g__@_@__S__g__主 1■,一一一一1----■●一一●ILナLJ■1--tldI4--ld1-..
_I=I_liI_I--I1･II--I-----I-1-_1_1.._-_て_て_て_-_-_I..-_-_-_-_-_I_-_I_-_._-_こ.-_-.-_-_こ-_-_-_-_-_llT_-_-_T!
:節操状態…'-:'譲渡が桓蔑'肇'高石1.丁…~~-"I
作用 :【NlL】

●-ー--一一--------■■■●-一--■■---■■ー-----

達成 :【室温がM鹿からF鹿上がる｡】

:塵 華厳二借着が顛王宮鷹至素養-A-:1-:::.～::二二

■一IIl●lI一節捷状態…~-:-T富源が輔-+-官蔑背高首.-i-…………-
作用 :【N王L】
達成 :は り唖か くなる○】

図5.エアコンの因果関係知識

ここで "前前提状態"とは､この状態変化に繋がる1つ前の

状態変化中の "前提状態"を表す｡図5で表現される因果関係

は､以下の2つのパターンを含んでいる｡

① `̀作用''が働いたことで "前提状態"が "帰結状態"

になるパターン､もしくは､"作用"を実行するため

に前提として必要な別の `̀作用''があり､そのための

"前提状態"が記述されているパターン

② `̀前前提状態''が `̀前提状態''に変化 したことで "作

用"が働き､別の "前程状態沖が 以帰結状態カに変化

するパターン

①の例は図5上段のフレームで､設定温度を上げる "作用ガ

によって､設定温度が `̀前提状態"から "帰結状態カに変化す

ることを表している｡

前前捷状態 :【NtL]
前捷状態 :【電源がoFFである○】

作用 :【電源をONにする.】

達成 :【電源がoNになる.】

･前前捷状態 :【NlL】■ ■■■.III二聯 電源が-6--軒や蔦葛-;-1
伸用 :【チャンネルをXに設定する.｡】

達成 :【チャンネルがxになる.】.

図6.テレビの因果関係知織

また､図6は①のパターンが何段かに連なるもので､目標を

達成するために複数の作用が必要な場合の表現である｡テレビ

の電渡が入っていない状態で､｢8チャンネルに設定して.｣ と
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いう入力があった場合､｢テレビの電源をONにする｡｣｢チャ

ンネルを8に設定する｡｣という2つの操作が必要になる｡この

ため､｢チャンネルをXに設定する｡｣知識の `̀前操状態"に ｢テ

レビの電源がoNである｡｣が記述されており､問題解決の中で

この条件が満たされているかを確認する｡もし､条件が満たさ

れていなければ､これを満たすための `̀作用"を含むフレーム

を探索する｡

②の例は図5中段と下段で､中段のフレームではエアコンの

設定温度を上げることでなんらかの作用が働き､室温が上がる

ことを表し､下段のフレームは室温が上がることで､何らかの

作用が働き､暖かくなることを表している｡前者の ｢設定温度

を上げると､室温が上がる｡｣という因果関係を考える｡この因

果関係はある状況の変化(状況変化 1)が､別 の状況の変化(状況

変化2)を引き起こすことを表す｡この因果関係に働いている作

用はシステムが関与するものだが､｢設定する｣̀作̀用''により､

｢設定される｣状態になる場合と異なり､ユーザはその `̀作用''

(熱交換作用等)について直接言及することはできない｡そこ

で､"作用''をNILとし､代わりに､作用を引き起こす状況変

化1を `̀前前操状態''と `̀前提状態''の組で表し､その作用杏

限定する｡

例えば､｢もっと暖かくしてoJという入力があった藤倉､ま

ず､文全体で対応付けを試みるが失敗するので､主観部分を除

いた ｢もっと暖かい｣の対応付けを試みる｡すると､図4下段

のフレームの "帰結状態''に対応付く｡しかし､このフレーム

の "作用"の値はNILで､後述する問題解決処理で､システ

ムは自分が実行できる行為はないと認識される｡問題解決処理

は､対話制御を介して意味解釈処理に対し､因果関係知識を辿

って実行可能な行為を探すよう要求する｡この要求を受け取る

と､意味解釈処理は､問題解決処理によって指示された因果関

係知識の `̀前提状態"と `̀前前提状態''の値に着目し､それぞ

れの値と等しい値を "前提状態"と "帰結状態ガに持つフレー

ムを検索する｡例では中段のフレームがこれに骸当する.フレ

ームが見つかると次に "作用''に債があるかを調べる｡このフ

レームでは債はNiLなので､同様の方涯でさらに別のフレー

ムを検索する｡そして､上段のフレームに着目する｡このフレ

ームでは "作用"に値があるので､ここで知織を辿る処理を中

止し､その債である ｢設定温度をD度上げる｡｣を返却して終了

する｡

55.4.省略表現の♯完

入力文の一部が省略されている場合には､先行文脈や知織に

対応付けることで省略成分の補完を行なう｡本システムでは以

下のタイプの省略表現を扱 う｡

①設定すべき属性､または､部分を持つ実体の指定が省略さ

れている場合

｢(エアコンの)設定温度を下げて｡J

②設定すべき属性そのものが省略されている勢合

｢(テレビのチャンネルを)8チャンネルにして｡｣

③述語が省略され､形容詞､副詞､程度副詞が単独で入力さ

れる場合､および､程度副静掘り詞､程度副詞+形容詞が入

力される場合

｢もっと (設定温度を上げて)｡｣

①②のタイプは対象とする属性を持つ機器が1つだけであれば､

省略なしの落合と同様に知識に対応付けがされ省略補完できる｡

同じ属性を複数の機器が持っている場合でも､問題枠が設定さ

れて､当該属性を持つ機器が1つに限定されていれ古館 略補完

できる｡機器を限定できない場合は､ユーザに対し質問を軌

③は､言及されている成分が修飾可能な属性成分を先行文脈か

ら探し補完を行なう｡

53.5.問題枠の決定醐

エアコン操作に関する対話の場合､その対話の範囲の文脈と

エアコンの状況表現､エアコンの因果関係知識すべてが問題枠

となる｡状況表現と因果関係知識は機器毎にまとめられている

ので､対応付けができた先の意味表現を含む磯拒別因果関係知

識と機器別状況表現､および､環境状態表現を問題枠に設定す

るO対話内容が別の機器の換作に移った藤倉､ユーザの入力が

設定中の問題枠内に対応付けできなくなる｡そのため､システ

ムは問題が変わったことを認識し､問題枠を再設定する｡この

とき､それまで設定されていた問題枠は､履歴として保存して

おく｡

鮎.間鹿鰍 処理

対応付け結果を基に解くべき問題の種別を決定し､予め用意

されている個別の間壕解決ルールを展開する｡最終的に､情報

家電制御部へのコマンドの発行とユーザ-の応答文の生成を行

う｡問題解決の種別は､

①家電に対するコマンドの発行

②ユーザの現在状況に対する質問への応答

に大別される｡①は､さらに､前述のように､直接コマンドに

変換可能なタイプとそうではないタイプに分かれる｡また､上

記以外にユーザの状態表明がある｡

以下､それぞれの藤倉の問題解駄ルールについて述べる｡

(i)家電に対するコマンドの発行

｢テレビをつけて｡｣等､家電に直接指示を出す文は因果関係

知識の `̀作用''に対応付けがされる｡"作用"に対応付けがきた

藤倉､次に "作用''を実行するための前提条件がないかを嗣べ

るため､"前提状態''の健を見る｡債がなければ､コマンド-の

変換を行い､操作の確認用の応答文を出力して終了する｡健が

ある場合､対話制御を介して､意味解釈処理に対して､現在状

況を牌応して条件が満たされているかどうかを確かめる要求を

出す｡現在状況が条件を満たしていれば､コマンド-の変換を

行い､換作の確瓢用の応答文を出力して終To満たしていない

旨の応答があった場合､"前提状態''を "帰結状態"とする 血作

用"を探索する要求を出すム`̀作用"が見つかれば､この u作用"

の前提条件を調べる｡このようにして､目的の "作用沖を実行

するために必要な `̀作用沖をすべて調べ､より前捷側の α作用p

から順に実行順序を指定した上で､コマンド-の変換を行う｡

同様に確徴用の応答文を出力して終了｡これまでのプロセスの

中で､"作用"が実行できない場合は､その旨の応答文を出力し

て終了する｡

｢もっと暖かくして｡｣の例のように､"帰結状態"に対応付

き､且つ､対応付いた状態変化の "作用"がNm の場合､意味

解釈処矧 こ対し､要求を出して因果関係知強の探索を行わせ､

実行可能な "作用汀を探すム見つかった "作用"に "前提状態沖

が指定されている場合､前述と同様の方法で目的の 併作用pを

実行するために必要な "作用"をすべて簡ペ､それらをコマン

ドに変換する｡確瓢用の応答文を出力して終了.実行可能な "作
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即 が見つからなければ､その旨の応答文を出力して終了するo

(2)ユーザの現在状況に対する質問-の応答

｢ェアコンの設定温度は何度になっているか｡｣等の疑問文が

現在状況に対応付いている藤倉､現在状況に対する質問と認識

する｡疑問文は問題の対象となる属性の健が "?''になってい

るので､対応付いた先が1つの場合は､この "?''に該当する

健を回答する応答文を出力して終了｡対応付いた先が複数の場

合は､ユーザに問い合わせ文を出力する｡

(3)ユーザの状態表明

｢暑いoj｢寒い｡｣等､ユーザが自身の感覚状態について言及

するタイプである.換作命令や rニュースを見たい｡J等の巌望

の文と異なり､その入力のみでは､ユーザの状態表明であると

いう落款を働カせ るだけで､コマンド発行や応答文出力は行わ

ない｡感覚状態を表す概念の辞書情報からネガティブな状態か

どうかを判定し､ネガティブな状態であれば､それに対応する

ポジティブな状態を同定し､意味解釈処理に対し､その状態を

帰結とする実行可能な "作用"を探索する要求を出すO

6.執作例

エアコンの操作から､テレビの操作命令に移り､再び､エア

コンに対する緒示を行う対話例を使って､問題解決の様子を以

下に示すム新規に入力があると､対話制御が形態素･構文解析､

意味表現生成処理を順に起動して､意味表現-の変換を行う｡

以下､この事僻と応答文の生成､および､コマンド-の変換処

理は省略し､意味解釈処理と問題解決処理に絞って記述する｡

-ザ :｢エアコンの設定温度は､今､何度｡｣
エアコンの状況表現に対応付けがされる｡問題枠を文脈､エア

コンの状況表現に設定する｡現在状況に対する質問と認識する.

対応付いている現在状況の債を取り出し､応答文を生成して終

了する｡

因果関係 r室温が上がると暖かくなる｣の `̀帰結状態''に対応

付けられるが､"作用''の健はNⅠしなので､実行可能な "作用''

を探索する｡｢設定溢鹿を上げる｣が見つかり､これをコマンド

に変換する｡

先行文脈に対応付けることで､｢もっと､聴かくしてo｣と補完

する｡前述のものと同様の解釈を行い､r設定温度を上げる｣ を

コマンドに変換する｡

これまでの文脈､および､エアコンの状況表現 ･因果関係知識

には対応付かない｡知識全体を探索すると､テレビの因果関係

知軌 こ対応付くので､これを新たな問題枠とする｡コマンドに

直接変換できるので､コマンドを出力し終了｡

複数節で構成されているので､1飾ずつ対応付けを試みる｡現

在の開港枠である先行文脈､テレビの状況表現 ･因果関係知織

に r7時になる｣の対応付けを行なうと､番組検索､チャンネ

ル設定等の知織の時間指定の部分に対応付く｡次に､｢NHKに

してO｣の対応付けを行なうと､チャンネル設定の知識に対応付

くOこの知識の時間指定の部分には､前の節がすでに対応付い

ており､2つの節の対応付け結果から､｢7時にチャンネルをN

HKに設定する｡｣ とシステムは落款する｡これをコマンドに変

換して出力する｡

現在の間唐枠である文脈､テレビの状況表現 ･因果関係知識に

対応付けを試みるが､失敗する｡そこで､1つ前の問題枠であ

る文脈のエアコン操作対話の部分､エアコンの状況表現 ･因果

関係知識に対応付けを行なうと､エアコンの因果関係知織に対

応付く｡これにより ｢エアコンの設定温度｣と分かり､｢エアコ

ンの設定温度を下げる｡｣をコマンドに変換し､出力する｡

7.おわりに

｢入力の意味は､文脈 ･状況への位置付けによって初めて確

定する｣という考えに基づいた意味解析手法を提案した｡本塙

では､情報家電換作にドメインを限定したが､より多くのドメ

インでの設計を行い､汎用性の高い対話インタフェースの開発

を進めたい｡
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